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背景

オホーツク海の位置する北部北太平洋海域は、冬季の鉛直対流によって深層から大量の

窒素やリンなどの栄養塩が表層にもたらされる豊かな海ですが、最近の研究では、鉄がそ

の生物生産を制限していることが分かつてきました。植物に必須の元素である鉄は水に溶

けにくく海洋表層では不足しがちであるため、植物プランクトンは大気や河川を通して陸

から運ばれて来る鉄に依存しています。陸から遠い北部北太平洋の中央部では夏季には鉄

が不足し大量の栄養塩が利用できずに表層に残りますが、オホーツク海では栄養塩が完全

に無くなるまで生産が続きます。これは、アムール川から供給される大量の鉄のおかげで

あると考えられます。鉄は森や湿地から生み出される腐植物質と結合しなければ水に溶け

ることができません。アムール川流域の変遷、即ち、森林の伐採・火災、農地・都市化、

湿地の縮小などは、それ故、水産資源の宝庫であるオホーツク海～北西部北太平洋の生産

力の命運を握っている可能性があるのです。

目標

本研究では、次の4つの課題を明らかにすることを目指します。

1) アムール川から海洋にもたらされる鉄などの陸起源物質の量と、その空間的広がり、

生物生産力との関係

2) アムール流域の自然及び人為的に改変された陸面の状態と、そこから河川に負荷され

る物質の量と種類

3) ロシア極東域、中国東北部における過去・現在・未来の政治・経済の変遷と、それが

もたらす陸面状態の変化

4) これら課題の理解の前提となる当地域・海域の水・物質循環の長期的変動の実態

今回のプロジェクトでは、陸面～河川～海洋の物質循環を 1つの系として考え、それに

対する人間の関わりを総合的に理解することで、海洋生態系の変化を未然に予測し、予防

するための指針作りを目指します。
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